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一 協同学習による実践から考察する -
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図5 Q-∪アンケー ト(学校生活意欲尺度)
(3)日常観察から
中学校では学級内の人間関係に固定化が見ら
れがちである｡いっも同じ数名の生徒と教師との
やり取りで授業が展開し,その他の生徒は ｢ただ
乗り｣という状況に陥りやすい事が今までは多か
った｡一斉授業だけでは発話量も,活動量も限ら
れていたことが考えられる｡
一方,協同学習の導入を図った場面においては
活動の同時性が保障される中で,生徒間の発話量
が圧倒的に増えた｡さらには,4人 1組の小集団
は心的負担を少なくし,コミュニケーションカが
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比較的弱い生徒,自信がない生徒でも発言する様
子が観察された｡｢自分が貢献しなければこのグル
ープが成り立たない｣という立場の中で,学習主
体者意識を生みやすいと考えられた｡その結果と
して日常の学級風土として,以下の点が見られた｡
協同学習導入前 協同学習導入後
分からない事がはずかし 分からない生徒が積極的
く,学力低位の子の学習意 に分かる生徒に聞きに行
欲が低い姿○ く姿o
ノー トに自分の考えを書 間違っていたとしてもま
かない○書いても内容を隠 ずは書こうとするo堂々
したがるo と間違えるo
周囲に助けを求めない○ 人に｢教えて｣と言えるo
毎時間の享受業において協同学習を進めたわけ
ではない｡にもかかわらず,｢かかわり合って活動
することが当たり前｣という雰囲気が学級集団に
生まれてきた結果,協同学習でない時間帯でも,
学び合う姿,仲間に配慮しながらかかわり合う姿
が自然に見られるようになってきている｡
(4)学習定着率についてあきらかになった事
普段は一斉授業を行っている同僚の教諭に協
力を依頼し,｢化学反応式の書き方｣の習得 ｡定着
に関わる学習形態の比較検討を行った｡その結果,
大黒ら (2006)の報告と同様,学習形態による定
着率に差異が見られた (図6)｡
図6 ｢化学反応式の書き方｣学習定着率
条件は以下の通りである｡
｡2学年B組 (一斉授業)及びC組 (協同学習)｡
｡対象学級はどちらも,今まで協同学習未実践｡
｡授業者にとって協同学習は初の試み｡
1週間後の定着率は一斉授業学級において高い
が,1カ月後における同じ問題の定着率は協同学
習学級の方が高いという結果であった｡つまり協
同学習は,一度学んだことが ｢長期的な知識とし
て定着する｣という点で有効と考えられる｡
協同学習という学習形態は,学び合いを促す｡
分かる生徒にとって,分からない生徒が学びやす
いように自分の知識を再構成する活動を通じ了な
んとなくわかる｣を ｢確かにわかる｣に変える機
会となる｡さらには ｢あの場面で○○君から聞い
て分かった｣という実感が記憶の振り返りを促し,
それが学びとして定着した一因と考えられる.
5 到達点と課題
(1)コミュニケーションカを育成する授業として
協同学習実践後,以下の項目から ｢コミュニケ
ーションカの向上｣が読み取れた｡
(∋主体者意識の向上がみられた
｢すすんで課題解決をする｣ ｢課題に自分の
考えを持つ｣というアンケー ト結果が向上した｡
②信頼関係のある学級風土を醸成できた
｢友人との関係｣ ｢教師との関係｣ ｢学級との
関係｣が向上し,学級生活満足群が増加した｡
③感情交流を体験的に学ぶ機会が増えた
一斉授業では活躍できない生徒が生まれや
すい｡協同学習では各チームの中に役割と責任
を育てつつ,｢活動の同時性｣を意識して授業
が展開される｡結果,4人 1組のチーム活動は
体験的に学ぶ機会の増加となり,本音で語り,
困ったらチーム内で相談する姿,教師の指示に
頼りすぎず,自分達で学び合う言動が増えた｡
④学習の定着が図られた
遅延テストから,学習内容の定着に有効であ
ることが認められた｡
⑤ ｢仲間と学び合うこと｣を楽しいと感じている
アンケー トでは有効回答数 107のうち,協同
学習に好意的な反応は95.3%である｡質問項目
｢仲間と学ぶことが楽しい｣では,平均3.8と
いう良好な結果が得られた (4件法)｡多くの生
徒が学び合う授業形態を好意的にとらえ,学校
活動-の意欲と共にコミュニケーションカの
育成が図られつつあると考えられる｡
(2)コミュニケーションカを育成する学校として
年度当初の職員研修を通じて ｢生徒との望まし
い関係性｣についての共通理解を図った結果,教
師からの不必要な叱責や非難の声が減っている｡
教師の姿勢は,生徒にとっての ｢コミュニケー
ションモデル｣である｡信頼と安心感に満ちた学
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校風土が生徒のコミュニケーションカを高めると
考えたとき,着実にその成果は育ちつつある｡
また,フアシリテ-ション会議を行った際には
｢発言して満足｣｢新しい見方に気がついた｣とい
う教師のつぶやきも聞かれ,生徒のコミュニケー
ションカを高める土台として,教師間の良好なコ
ミュニケーションカ育成のきっかけになったと考
えられる｡
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